
令和６年度 第２回三木市文化財保護審議会次第 

  

日 時：令和７年３月２７日（木） 

午後１時３０分～４時 

場 所：みき歴史資料館 ３階 講座室 

 

１ 開 会 

 

２ 報告事項 

(1)  令和６年度文化財保護事業実績について【資料１】 

(2)  国指定史跡三木城跡及び付城跡・土塁の発掘調査について【資料２】 

(3) 市指定史跡愛宕山古墳（下石野５号墳）の発掘調査について【資料３】 

 

３ 協議事項 

(1) 令和７年度文化財保護事業計画について【資料４】 

(2) 国指定史跡三木城跡及び付城跡・土塁の整備について【資料５】 

 (3) 市指定文化財の指定計画について【資料６】（非公開） 

 

４ その他 

 

 

５ 閉 会 

 

 

 

 



 

三木市文化財保護審議会 委員名簿 

 

 役職 氏 名 分 野 備考 

１ 委員 宮田
み や た

 逸
とし

民
たみ

 城郭史 再任 

２ 委員 依藤
よりふじ

 保
たもつ

 日本法制史 再任（公募） 

３ 委員 藤田
ふ じ た

 均
ひとし

 郷土史 再任 

４ 委員 千種
ち ぐ さ

 浩
ひろし

 文化財保存 再任 

５ 委員 中久保
な か く ぼ

 辰夫
た つ お

 考古学 再任 

６ 委員 山田
や ま だ

 貴生
た か お

 民俗 再任（公募） 

７ 委員 各務
か が み

 寿
とし

晃
あき

 仏教美術 新任（公募） 

 

※ 任  期   令和６年６月１日から令和８年５月３１日 
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 令和６年度文化財保護事業計画について 

 

１ 事業計画 

事 業 名 内  容 実施日 実 施 場 所 

文化財保護審議

会 

〔第 1 回目〕 

・令和 6 年度文化財保護事

業計画について他 

〔第 2 回目〕 

・令和 7 年度文化財保護事

業計画について他 

10月 30 日 

 

 

3 月 27日 
みき歴史資料館 

歴史・美術の杜推

進事業関係 

(1) 啓発関係 

 

歴史ウォーク① 

 這田村法界寺山ノ上付城

跡コース 

 参加者 39人 

4 月 17日 
這田村法界寺山

ノ上付城跡他 

歴史ウォーク② 

 近世絵図で歩く三木城跡 

 参加者 30人 

5 月 19日 三木城跡 

三木城二の丸跡発掘調査体

験イベント 

 参加者 15人 

11月 16 日 三木城二の丸跡 

歴史ウォーク③ 

 秀吉本陣跡コース 

  参加者 24人 

11月 24 日 秀吉本陣跡他 

三木城本丸跡・二の丸跡発掘

調査現地説明会 

参加者 41 人 

12月 7日 
三木城本丸跡・

二の丸跡 

歴史ウォーク④ 

 ホースランドパーク周辺

付城跡コース 

 参加者 19人 

2 月 16日 
明石道峯構付城

跡他 

歴史ウォーク⑤ 

 愛宕山古墳・正法寺古墳コ

ース 

 参加者 16人 

3 月 9 日 愛宕山古墳他 

資料１ 
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(2) みき歴史資

料館 

企画展① 

写真で振り返る三木市の

 70 年 

来館者 2,667人 

4 月 20日～ 

6 月 23日 

（57 日間） 
みき歴史資料館 

企画展② 

上田桑鳩展～書の流儀～ 

来館者 2,021人 

7 月 27日～ 

9 月 29日 

（56 日間） 

みき歴史資料館 

企画展③ 

地域の歴史を次世代へ―

どこにでもあるけど、そこ

にしかないもの― 

来館者  1,671人 

10 月 19 日～

12月 22 日 

（56 日間） 

みき歴史資料館 

企画展④ 

別所町の秋祭り屋台展 

来館者 2,191人 

1 月 25日～ 

3 月 23日 

（48 日間） 

みき歴史資料館 

企画展特別講演会、歴史講
座、体験教室 

随時 みき歴史資料館 

歴史資料館協議会 
10月 17 日 

3 月 12日 
みき歴史資料館 

(3) 三木城跡及

び付城跡・土
塁の整備 

発掘調査検討委員会 
8月8日 
11月21日 

みき歴史資料館 

三木城本丸跡・二の丸跡確
認調査 

11月 12日～
12月13日 

三木城本丸跡・

二の丸跡 

埋蔵文化財発掘

調査等 

①包蔵地照会件数 340 件 

②届出件数 93 条 13 件 
      94 条  0 件 
③指導事項 
 慎重工事   10件 
 工事立会   3 件 
 本発掘調査  0 件 
※2月末時点 

4 月～3月 市内 

開発等にかかる緊急調査 
①確認調査 0件 
②工事立会 2件 
※2月末時点 

随時 市内 
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学術調査（92条） 1件 
愛宕山古墳（市指定史跡） 
※調査主体 大阪大学 

2 月 28 日～3
月 19 日 

別所町下石野 

埋蔵文化財維
持・管理等 遺跡管理除草作業 

委託業者：（公社）三木市シ
ルバー人材センター 
直営：市職員 

随時 

三木城跡及び付
城跡・土塁、正法
寺古墳、与呂木
青葉台古墳、愛
宕山古墳、有安 2
号墳他 

三木市地図情報システム導
入に係る周知の埋蔵文化財
包蔵地等の GIS データ整備 

6 月～3月 市内 

展示公開 別所ふるさと交流館埋蔵文
化財展示室において、別所町
の遺跡等を紹介 

4 月～3月 別所町下石野 

文化財実態調査 『三木の石造品Ⅳ－志染地
区編－』作成のための調査
等を実施 
 調査ボランティア 4 人 

4 月～3月 市内 

 

２ 資料貸出等  

依頼者 資料名 目的 許可日 

ハーベスト出版 画像資料  
別所長治画像 

『毛利・織田戦争と城郭』
に掲載するため 

6 月 14日 

エディキューブ 画像資料 
三木合戦軍図 

『歴史人』増刊号印刷版 
および電子版に掲載するた
め 

8 月 29日 

明石市 画像資料 
慈眼寺 銅鐘 

『新修明石市史通史編Ⅱ 
明石の古代・中世・近世
（仮）』に掲載するため 

10月 4日 

朝日新聞出版 画像資料 

三木合戦軍図 

『歴史道』Vol.36 印刷版

および電子版に掲載するた
め 

10月 9日 

朝日新聞出版 画像資料 
別所長治画像 

『歴史道』Vol.36 印刷版
および電子版に掲載するた
め 

10月 17 日 

加古川市立松風
ギャラリー指定
管理者加古川市
美術協会 

木内内則氏作画
「三木城攻め付城
群」 

「中世播磨の城 復原図展
―CS 立体図による新発見
―」において展示するため 

10月 25 日 

播州三木染形紙
WEB 美術館 

画像資料 
「筒井俊雄氏所蔵

「播州三木染形紙 WEB美術
館」ホームページ内にて、

12月 7日 
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染形紙」の全体画
像及び一部拡大画
像 3,129点 

「筒井俊雄所蔵染形紙 展
示室」を作成し、掲載する
ため 

たつの市教育委

員会 

久留美丈ノ越古墳
出土金層ガラス玉 
 2点 

令和 6 年度 埋蔵文化財セ
ンター特別展「ガラス玉―
古代人を魅了した小さきも
のたち―」に出品するため 

1 月 10日 

たつの市教育委

員会 

画像資料     
久留美丈ノ越古墳
出土ガラス玉 2点 

吉田 3 号墳出土ガ
ラス玉 3点 
正法寺 10 号墳出土
ガラス玉 1 点 

令和 6 年度 埋蔵文化財セ
ンター特別展「ガラス玉―
古代人を魅了した小さきも

のたち―」展示解説図録等
に掲載するため 

1 月 10日 

テレパック 画像資料 

三木合戦軍図 

BS11「偉人・敗北からの教

訓 #82竹中半兵衛」の放
送で使用するため 

1 月 25日 

エディキューブ 画像資料 
三木合戦軍図 

『歴史人』4 月増刊号「復
刻版 歴史人 日本の城 基
本のき」の印刷版および電
子版に掲載するため 

2 月 13日 

テレコムスタッ

フ 

画像資料 
這田村法界寺山ノ
上付城跡・朝日ヶ
丘土塁 赤色立体地
図(1／2500） 

「先人たちの底力 知恵
泉」『豊臣秀吉』の放送で
使用するため 

2 月 23日 

宮帯出版社 画像資料  
這田村法界寺山ノ
上付城測量図 

金松誠「秀吉の陣城の特
徴」（中井均編『秀吉の
城』所収）に掲載するため 

3 月 5 日 

※3月 5日時点  
 

   
３ 講演等派遣事業 

依頼元 内  容 講師 実施日 実施場所 参加者 

三木市老人ク
ラブ連合会 

役員研修  愛

宕山古墳の案

内 

金松誠 9 月 6 日 
愛宕山古

墳 
20人 

大阪府高齢者
大学校 

武家政権の合

戦地探訪科 

「三木城籠城

戦」 

金松誠 9 月 20日 

大阪府社

会福祉会

館 

26人 
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大阪府高齢者
大学校 

武家政権の合

戦地探訪科 

「三木合戦の

地を歩く」 

金松誠 9 月 27日 
三木城跡

他 
24人 

三木市立広野
小学校ＰＴＡ 

人権講演会「三

木飛行場と特

攻隊」 

金松誠 10月 8日 
広野小学

校 
130 人 

うれしの友の
会 

歴史講座「新史

料「羽柴家文書

写」から見た三

木合戦」 

金松誠 10月 24 日 

兵庫県立

嬉野台生

涯教育セ

ンター 

60人 

三木市高齢者
福祉センター 

高齢者生きが

いセミナー「新

史料「羽柴家文

書写」から見た

三木合戦」 

金松誠 1 月 21日 

三木市高

齢者福祉

センター 

15人 

兵庫考古学談
話会 

第 50 回例会

「三木城の縄

張構造に関す

る復元的研究」 

金松誠 2 月 9 日 
みき歴史

資料館 
21人 

 

４ 図書の発行 

書籍の名称 編集・発行 発行部数 発行日 

三木市文化研究資料第39集 
『筒井俊雄氏所蔵染形紙調査報
告書』 

三木市教育委員会 200 部 1 月 31日 

 

５ 指定文化財に係る補助事業（市随伴） 

事業者 指定文化財の名称 内容 

伽耶院 伽耶院 ・三坂明神社本殿の屋根の全面葺き
替え（国庫補助） 

・ナラ枯れ等の伐採（国庫補助） 
・消防設備保守点検（県補助） 

東光寺 東光寺本堂 ・消防設備保守点検（県補助） 

歓喜院 歓喜院聖天堂 ・消防設備保守点検（県補助） 

天津神社 天津神社本殿 ・消防設備保守点検（県補助） 

稲荷神社 稲荷神社本殿 ・消防設備保守点検（県補助） 
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６ 文化関係団体の育成及び活動支援 

事業名 内  容 実施日 実施場所 

地域文化財総合
活用推進事業 

伝統文化の保存団体が地域の伝統文化
を継承するため実施する伝承者等の養
成、用具等の整備、映像記録の作成に
対し、文化庁の補助事業によって一定
の限度額の範囲で事業支援する。 
 
１ 伝統文化継承基盤整備事業 
   祭りの屋台・獅子舞等地域の文化

遺産継承のために用いる用具の新
調・修理事業 

  新調・修理した用具を使った体験
事業や一般公開を実施する。 

 
・下町屋台保存会 
 支援内容 屋台用具水引幕の修理、

扇子のメッキ修理 
・大手町屋台保存会 

  支援内容 屋台用具屋根（枡組・
台輪・井筒）の修理、 

       布団締・房の新調 
・東條町公民会 
支援内容 法被の新調 

・御坂神社御弓神事保存会 
支援内容 弓の新調 

 ・花尻自治会 

  支援内容 屋台用具屋根（隅木・ 
雲板）の修理 

4月～3月 市内 

 



国指定史跡三木城跡及び付城跡・土塁

の発掘調査について

資料２



１ 所在地

兵庫県三木市上の丸町７７５番、８４０番

２ 調査目的

保存目的のため

３ 調査主体

三木市教育委員会

４ 調査担当者

三木市教育委員会 文化・スポーツ課 金松 誠

５ 発掘調査作業委託業者

安西工業株式会社

６ 調査の種別

確認調査

７ 調査期間

令和６年１１月１２日～１２月１３日



８ 調査の内容及び実施の方法

（１） 内容

・ 調査区を３か所設置。

・ 調査面積 １６８㎡

Ｒ６―１ １２㎡、Ｒ６－２ １２１㎡、Ｒ６ー３ ３５㎡

（２） 実施の方法

・ 重機等による表土等の掘削

バックホーにより、各層ごとに第１遺構面（最上面）まで掘り下げた。

・ 人力による遺構面の検出等

調査方法は平面での確認を原則とし、必要に応じて遺構の断ち割り等

を行った。



• 標高61ｍ、比高20ｍ。台地北西端に位置。

• 西辺中央には伝天守台、北西端付近にか
んかん井戸が現存。

• これまでに、平成２・15・18・19・令和３・５年
度に発掘調査を実施。

• 瓦葺き礎石建物が存在。

• 内部を堀で区画。

• 伝天守台は堀が埋まった後に造成。

• 上の丸保育所跡は、近現代における地形
改変に伴い、遺構の残存状況が良くないこ
とが判明。浅い遺構は削平を受けて消滅
した可能性が高い。

上の丸保育
所跡

三木城本丸跡測量図

９ 調査の概要
（１） 三木城本丸跡・二の丸跡の概要
①本丸跡

0            50m



堀

• Ｌ字状を呈し、幅９ｍ、深さ３ｍを測る。一度
部分的に埋まり（第１次埋土）、掘り返された
後、16世紀後半以降に埋め戻されている（第
２次埋め戻し土）。

H18 堀土層断面（南西から）



• その後、16世紀末頃以降にその上面に
おいて礎石建物と伝天守台が築造され
ていることが判明。堀からは土師器皿
や瓦が多く出土。

H19-2 堀埋土上面礎石列



播州三木古城図

②二の丸跡
• 標高57ｍ、比高17ｍ。本丸の南西に位置。

• 「播州三木古城図」によると、東側虎口がＬ字状の堀で形成されている。

• これまでに、昭和55・56・平成16～19・令和４年度に、発掘調査を実施。

• 特にR４－２・３において、絵図に描かれた堀を検出。

三木城二の丸跡測量図

0 50m



R4-2  堀検出状況（西から）

R4-2

播州三木古城図

Ｒ４ー２

• 表土直下の第１遺構面において、堀
を検出。

• 堀はトレンチ北側で東西方向の肩を
検出し、深さは2.4ｍ以上を測る。



Ｒ４－２ 堀土層断面

南壁
西壁

2ｍ0

上層上層

• 上層は出土遺物から１８・１９世紀頃の埋土とみられ、それより下の層は
堀肩から南斜め方向の堆積が幾層にもわたってみられることから、一気
に人為的に埋められたものと判断できる。

→下層は1615年の廃城時？



Ｒ４ー３

• 表土直下で堀を検出。

• トレンチ全体が堀となっ
ており、深さは２ｍ以上
を測る。

R4-3  堀検出状況（西から）

R4-2

播州三木古城図

R4-3

撹乱

堀

堀

堀



• 上層は近代の埋土であり、中層もＲ４－２の上層と同一層とみられることから、１８・１９
世紀頃の埋土と考えられる。

• 下層は堀肩が想定される西方向から埋められている様相が確認できた。Ｒ４ー２ほどで
はないが、堆積が幾層にもわたってみられることから、同様に一気に人為的に埋められ
たものとみられる。

R4-3  堀北壁土層断面（南東から）

上層

中層

下層

上層

中層

撹乱

下層

中層

下層

R4-3  堀東壁土層断面（西から）



（２） 各調査区の概要

三木城本丸跡 Ｒ６－１

• Ｈ１９ー２で検出した堀の南肩延長部分
を検出。

• 当初想定していた東肩の検出には至ら
ず。

• 東肩はこの調査区とＲ5-2の間であるこ
とが判明。

• 堀南肩東隅は、南東へ湾曲する。

• 堀の上層のみ断ち割ったところ、埋土は
自然堆積ではなく、一気に埋め戻されて
いると判断できる。



R6-1 堀検出状況（撹乱掘削、断ち割り後）（西から）

R6-1  東壁 堀土層断面（南西から）

R6-1  北壁 堀土層断面（南から）

R6-1  南壁 堀土層断面（北から）



R6-1 空中写真（上が北）

• 堀東肩の検出が想定されたが、今回
の調査区では見つからなかったため、
さらに東側にあるものと考えられる。



三木城二の丸跡
R６－２

• 令和4年度調査で見つかったＬ
字状の堀の北肩及び西肩を検
出。



R6-2 堀検出状況全景（西から）



R6-2 空中写真（上が北）
R6-2 堀土層断面

近代溝

建物基礎掘り方

建物基礎掘り方 • 近代溝の北端部のみ完掘し、堀の土層断
面を確認した。

• R4-2同様、堀肩から南斜め方向の堆積が
幾層にもわたってみられることから、一気
に人為的に埋められたものと判断できる。

R4-2



三木城二の丸跡
R６－３

• Ｌ字状の堀の南側延長部分が見つか
った。

• 堀西肩を検出。

• 堀は調査区外の南側にさらに延びて
いく。



R6-3 堀検出状況（西から）

堀

堀

R6-3 堀西肩検出状況（西から）



R6-3 北壁土層断面（南東から）

R6-3 堀西肩 北壁土層断面（南から）

R6-3 北壁土層断面（南西から）

R6-3 南壁土層断面（北から）



R6-3 空中写真（上が北）

近代に盛土造成されるまでは、
東側に傾斜していたことから、堀
が完全には埋没していなかった。



• 二の丸跡で見つかった堀については、『播州三木古城図』にＬ字状
に描かれていたことから、前回調査の段階では虎口（出入り口）を形
成するものであったと推測していた。

• ただ、Ｒ６―３よりさらに南に堀が延びていくことが判明したことにより、
再考する必要が生じた。

• Ｒ６－２・３間について、堀が途切れて通路となっていたのか、それと
も繋がっているのか、今後の検討課題。

（３） まとめ



市指定史跡愛宕山古墳（下石野５号墳）の発掘調査について 

 

 

１ 発掘調査成果について 

  現地説明会資料のとおり 

 

 

２ 今後の計画について 
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主軸トレンチ 全景 （南から）

主軸トレンチ 全景
（南西から）

主軸トレンチ南側 （北から）



主軸トレンチ テラス（南西から）

主軸トレンチ１段目斜面

（南東から）

主軸トレンチ葺石 （西から）



東トレンチ 全景 （南東から）

東トレンチ テラス （南西から）



東トレンチ 葺石 （南西から）

東トレンチ 墳端部

（南西から）

今年度の調査で出土した埴輪
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 令和７年度文化財保護事業計画について 

 

１ 事業計画 

事 業 名 内  容 実施日 実 施 場 所 

文化財保護審議

会 

〔第 1 回目〕 

・令和 7 年度文化財保護事

業計画について他 

〔第 2 回目〕 

・令和 8 年度文化財保護事

業計画について他 

10月頃 

 

 

3 月頃 
みき歴史資料館 

歴史・美術の杜推

進事業関係 

(1) 啓発関係 

 

歴史ウォーク① 

 這田村法界寺山ノ上付城

跡コース 

4 月 17日 
這田村法界寺山

ノ上付城跡他 

歴史ウォーク② 

 近世絵図で歩く三木城跡 
5 月 17日 三木城跡 

歴史ウォーク③ 

 秀吉本陣跡コース 
11月 23 日 秀吉本陣跡他 

歴史ウォーク④ 

 吉川町有安・鍛治屋の文化

財コース 

2 月 15日 有安古墳他 

歴史ウォーク⑤ 

 ホースランドパーク周辺

付城跡コース 

3 月 22日 
明石道峯構付城

跡他 

(2) みき歴史資

料館 

企画展① 

東播系須恵器の話をしよ

 う 

4 月 19日～ 

6 月 22日 
みき歴史資料館 

企画展② 

三木の近代と戦争（仮） 
7 月 19日～ 

9 月 28日 
みき歴史資料館 

企画展③ 

地域の史料たち 8（仮） 
10 月 18 日～

12月 21 日 
みき歴史資料館 

企画展④ 

描かれた播磨の城郭展

（仮） 

1 月 24日～ 

3 月 22日 
みき歴史資料館 

企画展特別講演会、歴史講
座、体験教室 

随時 みき歴史資料館 

資料４ 
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歴史資料館協議会 
10月頃 

3 月頃 
みき歴史資料館 

(3) 三木城跡及
び付城跡・土
塁の整備 

史跡危険木等伐採 随時 
三木城跡及び付
城跡・土塁 

発掘調査検討委員会 
7月頃 
11月頃 

みき歴史資料館 

三木城本丸跡・二の丸発掘
調査報告書の作成 

4月～3月 みき歴史資料館 

埋蔵文化財発掘

調査等 開発等にかかる緊急調査 随時 市内 

埋蔵文化財維
持・管理 遺跡管理除草作業 

委託業者：（公社）三木市シ
ルバー人材センター 
直営：市職員 

随時 

三木城跡及び付
城跡・土塁、正法
寺古墳、与呂木
青葉台古墳、愛
宕山古墳、有安 2
号墳他 

展示公開 別所ふるさと交流館埋蔵文
化財展示室において、別所町
の遺跡等を紹介 

4 月～3月 別所町下石野 

文化財実態調査 『三木の石造品Ⅳ－志染地

区編－』作成のための調査
等を実施する。 
 調査ボランティア 4 人 

4 月～3月 市内 

 
２ 講演等派遣事業 
  未定。随時受付中。   

 

３ 図書の発行 

書籍の名称 編集・発行 発行部数 発行日 

三木市文化研究資料第40集 

『三木の石造品Ⅳ―志染地区編
―』 

三木市教育委員会 300 部 3 月 31日 

三木市文化研究資料第41集 
『令和4～6年度 三木城本丸跡・
二の丸跡発掘調査報告書 

三木市教育委員会 300 部 3 月 31日 

 

４ 指定文化財に係る補助事業 

事業者 指定文化財の名称 内容 

有安自治会 有安 阿弥陀三尊種子板
碑（自然石） 

・近接する有安自治会が所有する土
地に板碑を移設し、台座に埋設し
て立てる。 

伽耶院 伽耶院 ・消防設備保守点検（県補助随伴） 
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東光寺 東光寺本堂 ・消防設備保守点検（県補助随伴） 

歓喜院 歓喜院聖天堂 ・消防設備保守点検（県補助随伴） 

天津神社 天津神社本殿 ・消防設備保守点検（県補助随伴） 

稲荷神社 稲荷神社本殿 ・消防設備保守点検（県補助随伴） 

 

５ 文化関係団体の育成及び活動支援 

事業名 内  容 実施日 実施場所 

地域文化財総合

活用推進事業 

伝統文化の保存団体が地域の伝統文化
を継承するため実施する伝承者等の養
成、用具等の整備、映像記録の作成に

対し、文化庁の補助事業によって一定
の限度額の範囲で事業支援する。 
 
１ 伝統文化継承基盤整備事業 
   祭りの屋台・獅子舞等地域の文化
遺産継承のために用いる用具の新
調・修理事業 

  新調・修理した用具を使った体験
事業や一般公開を実施する。 

・下町屋台保存会 
支援内容 水引幕の修理 

・平田屋台保存会 
支援内容 高欄及び飾り金具の修理 

・大手町屋台保存会 
支援内容 水引房等の新調 

・御坂神社太鼓保存会 
支援内容 水引幕掛金具の修理 

・興治獅子舞保存会 
支援内容 獅子舞用具獅子頭等の修

理、獅子舞用具油単等の
新調 

・下石野青友会 

支援内容 獅子舞用具別誂天狗衣装 
の新調 

4月～3月 市内 

 



  

国指定史跡三木城跡及び付城跡・土塁の整備について 

 

１ 三木城本丸跡の多目的トイレ設置について 

国指定史跡三木城本丸跡の上の丸公園に多目的トイレを設置することにつ

いて、市議会や総務文教常任委員会において、検討するよう求められている。

そこで、その設置の是非について、現状を報告する。 

 

(1) これまでの経過 

   令和４年３月  上の丸保育所の解体撤去に伴い、老朽化及び保育所と

上下水道を共有していたことにより、使用不能となる

ことを理由に、都市政策課が現地に約 1 か月間、撤去

する旨の予告を掲示した上でトイレを撤去。 

令和５年２月  金物資料館のトイレについて、休館日も９時から１７

時まで使用可能とする。 

令和６年１０月 文化庁調査官視察。二の丸跡の歴史資料館・堀光美術

館に多目的トイレがあることから、トイレの再設置は

不要との指導を受ける。 

   令和７年１月  配管状況を調査。上水道の配管埋設状況は詳細不明で

あることから、地上に露出する方法での配管は可能で

ある。以前トイレを設置していた場所であれば、下水

道は再利用可能である。          

       ２月  仮設多目的トイレの参考見積書を手配。 

       ３月  総務文教常任委員会にて現状を報告。 

 

(2) 今後の対応 

基礎工事を伴うトイレの設置については、文化庁の許可が必要である

ことから、設置は困難である。そこで、基礎工事を伴わない仮設トイレ

の設置であれば、市教委に権限移譲されていることから、審議会におい

て本件について協議の上、方向性を決めたい。 
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２ みき歴史資料館・堀光美術館の駐輪場について 

昭和５７年に図書館（現歴史資料館）・堀光美術館の開館に伴い設置した駐 

輪場について、老朽化していたことから、旧上の丸庁舎周辺建物解体撤去工

事に伴い、令和６年３月に屋根と支柱を撤去した。 

しかし、約１年が経過し自転車・バイクでの来館者の利便性を考えると、

屋根の設置が望ましいという意見が寄せられている。 

そこで、その設置の是非について、ひとまず工法を提案する。 

 

 (1) 工法（案） 

・ 撤去した支柱の穴に、新たな支柱を挿入し屋根を敷設する。 

・ 支柱固定金具を用いて支柱をボルトで地面に固定し、屋根を敷設する。 

 

(2)  今後の対応 

これらの工法であれば、基礎掘削工事を伴わないため、市の権限で許可

することができる。 

ただし、『史跡三木城跡及び付城跡・土塁保存管理計画書』（平成２７年

３月策定）の現状変更等の取扱基準では、工作物の設置については、「史跡

整備もしくは公益上必要なもので、史跡の本質的価値及び景観の保全に影

響を及ぼさない場合以外は認められない。」としている。 

そこで、審議会において本件について協議の上、方向性を決めたい。 



R4

0 50ｍ

駐輪場

みき歴史資料館

堀光
美術館

三木城二の丸跡

三木城本丸跡

金物資料館

トイレ

上の丸公園

上の丸保育所跡

旧上の丸庁舎跡

市民トイレ

仮設トイレ
候補地

　指定等の対象地域の範囲を示す地形図
　　・三木城本丸跡　
　　・三木城二の丸跡指定範囲：赤



駐輪場

仮設トイレ候補地

解体前（北西から） 現況（北西から）

解体前（南から） 現況（南から）
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